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会長挨拶                  学校運営協議会 会長 鈴木 壽一 
地域、保護者、学校が連携し「子どもたちのために何ができるか、何をなすべきか」を

考え、行動に移していくことが大切です。亀山東小学校では地域の「ひと・もの・こと」

から学ぶ教育を推進してきました。６年間の教育の中で地域の特色を生かしどのような児

童を育てていくのか、学校としてさらに研究し実践していこうと考えています。 

これからも、協議会として必要な提言や案を学校や保護者とともに協議し連携を進めま

す。引き続き、ご協力・ご理解をいただきますようお願いいたします。          
 

今年度の学校運営協議会のメンバーです。(敬称略) 
会 長 鈴木 壽一  副会長 光山 潤 

委 員 白土 常男  高嶋 浩史☆   村上 芳久  松永 芳美   大橋 久和  

森    敏子    田邉 弥生   吉田 賢一  平林  徹   池山 博一     

岡田 洋輔☆ 間瀨 綾子☆  加藤 元由      

事務局 赤坂 達生☆ 樋口 信也    

 

議題および協議されたこと 
第 1回学校運営協議会（４月１０日）では、主に下記のような内容で話し合いました。 

「令和８年度の学校経営方針」（裏面参照）を校長より提案しました。 

人権教育（自分と他者をともに大切にする教育、共生や多様性を軸にした教育）につい

て充実を一層図り、子ども同士のつながりや居場所がある学校づくりを進めていきたいと

考えています。障がいのある児童や外国にルーツのある児童の生活や文化をしっかりと分

かり理解し尊重につながる取り組みの充実を図っていきます。登校に不安を感じる児童に

学習の場（校内教育支援センター/ぴーす教室)や日本語教室（ふたば教室）も合わせて充

実していきます。また、IT化の進む今日、教育の現場では情報機器を活用して教育を進め

てきましたが、従来の手作業による学習を置き換えるものはありません。小学校での基礎

基本を定着させることの中に手作業による学習は重要であり、それらを両立させた教育を

研究し推進していきます。委員からは、方針にそってすすめることと合わせ、肉付けや必

要な方向性も柔軟に取り入れ教育に当たっていってくことなどご意見をいただき承認され

ました。その他、地域の「ひと・もの・こと」から学ぶ亀山東小学校の特色ある教育の在

り方や登下校の交通安全、ボランティア活動など多くのご意見をいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

☆印は新しく委員に

なられた方々です。 
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令和８年度 亀山東小学校 学級・児童数紹介（4月１３日現在） 

【学級、児童数】 

1年生（２学級…６９名）   2年生（3学級…7５名）   3年生（３学級…７５名） 

 4年生（２学級…６５名）   ５年生（３学級…８３名）    6年生（２学級…7０名） 

 なかよし学級（４学級…2１名）         〔学級数…１９学級  児童数…4３７名〕 

【通級教室】 

第 2回 6/25(木) 

学校運営協議会 



        

       令和８年度学校経営方針        令和８年４月３日 

亀山市立亀山東小学校 

１．めざす学校像（学校教育目標） 

 

 

 

●子どもたちが生き生きと楽しく学ぶ学校 
●一人ひとりの子どもに居場所がある学校 
●保護者・地域と教職員が手を取り合って進む学校   

 

２．重点目標   
（１）主体的・協働的な学びを育む授業改善に努め、学力の定着を図ります。        

○児童一人ひとりの自己実現を支える“楽しく、わかる”授業づくり 

・基礎基本の定着 ・「聴く、話す力」「読む・読み取る力」「書く力」の向上 

・課題解決力と情報活用力の向上 ・対話やふり返りの効果的な活用 

・学力調査等の活用 ・一人１台端末の効果的な活用と、手作業との両立  

・体力の向上 ・日常的な読書習慣の確立と語彙の獲得 

○授業規律の定着 

○補充学習や家庭学習の充実 

○本物の芸術や文化に触れる機会の創出と情操を育む活動 

  

（２）仲間とともにつながり合い、高まり合う学級づくりを進めます。 

○子どもの居場所がある学級づくり、子どもと子どもをつなぐ仲間づくり 

・「いじめに向かわない」子どもの育成と計画的な取組 

・「いじめを見逃さない」学校全体での組織的な取組  

・調査やアンケートの活用  ・不登校対応と校内教育支援センターの活用  

○きめ細かな児童理解と支援の充実  

・児童に関する統合的な校内委員会 ・個別の支援計画や指導計画整備 

○自らの生き方に向き合う学習や自治活動で“自信”をもてる児童の育成 

 ・人権教育の充実 ・障がいや多文化を含め、理解を尊重に繋げる取組 

 

（３）保護者・地域とともにある学校づくりを進めます。 

○学校運営協議会を通じ、“保護者・地域とともにある”学校運営 

○地域の“ひと・もの・こと”を活用した学びの充実（地域フィールド学習） 

○地域の未来を支える地域貢献（地域体験学習） 

○保護者・地域と協働した危機管理・健康・安全教育の充実 

○学校情報の積極的な発信                       

 

 （４）教職員が健康で働きやすい環境と、ワークライフバランスを大切にします。 

○明るく、健康的な職場風土  

○教職員が互いに学びあえる研修の推進 

○法令遵守意識の向上、ハラスメントの防止  

〇校務の効率化と１か月あたりの時間外労働時間 25 時間以下の実現、計画的

な定時退校日の実施、会議の精選と時間短縮 

「「地地域域のの中中でで生生きき生生ききとと学学びび     

豊豊かかなな心心ををももっっててよよりりよよくく生生ききるる子子どどもものの育育成成」」  

 


